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經
濟
銃
制
は
V
-金
融
傾
と
財
貨
側
の
兩
面
か
ら
統
.へ
^
义
訊
聲
欢
^

^

時̂
且
づ
乎
！̂

に
.f
れ

る

に

取

ざ

れ

ば
:'
.
.
そ

ゎ

效

集 

邊

し

雛
^.
の
.で
あ

る

が--
'
勝

代

に

：
ょ.つ
：
て
、
ー
金
.觏
侧
'の
政
策
於
餘
奪
的
_
位
を
占
め
ャ 

:れ
^
:
反
對
に
財
貨
側
の
政
策
梦
指
_
的
で
、
金
融
側
は
第
二
義
的
で
あ
る
こ
と
も
あ
る
。
概
じ
ズ
拜
へ
ば
、
-:
:
^
^ ̂

.

.的
猶
要
.：に
比
瓜
物
廣
が
比
較
的
#
賓
だ
勝
_
に
あ
：つ
て
は
、
金
融
銃
制
が
指
導
的
，で
あ
^
、‘
資
：の
.缺
乏

：
せ

る

時

代

で

は

胳

貨

胍

の

，，實
 

へ
物
統
撕
が
指
：尊
的
.で
；あ
る
0
.
:
1
兀
來
、
財
貨

00
.生
摩
，ハ
分
配
及
び
消
寶
に
釙
.
^

.0
:で
：な
，
,<
、
又
そ
の
：影
響
も 
一
^
时
^
あ
る
と
'こ
^
か
ら
、疏
制
技
術
も
實
物
縦
制
に
比
し
，て
：容
易
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
最
近
に
至
る
ま 

で
の
經
濟
統
制
？
.卽
ち
社
會
政
策
的
及
び
恐
慌
克
腺
的
.見
讀
ょ
り
ず
ー
る
齋
濟
豪
制
^-
主
ゼ
し
：て
免
融
側
か
ら
爲
さ
ル
た
の
；で
あ 

然
今
に
.近
代
戰
が
勃
發
ず
る
や
國
家
は；

ぞ
：の
：̂

目
的
達
成
.の
；爲
に
'敗
最
早
金
融
•辙
W
だ
け
に
賴
る
こ
：ん
：が
^;
可
能
と
；な
つ
た
の
で
あ 

る
.。：

何
と
な
れ
ば
、
食
面
：に
ょ
り
必
要
な
め
±
^
:で

ぁ
务
ゅ
拘
が
ず
、：̂

il;
は
^
今
缺
乏
し
、
從
っ：V

物
資
に
鈥
許
る
直
接
銃
制
|:
-强

r
:c^

n

f
 

,
.
-
i
^
p
-
^

一 パ， 广和* 巧—へ外， '*外• 一了， 一，一r ぐ­
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化
せ
ざ
る
を
得
&'
く
な
つ
た
か
ら
で
ぁ
る
。
，
そ
し
：て
金
融
統
制
は
、
霖

忆

ぁ

つ
.て
實
物
韻
制
.の
蓮
行
を
容
易
立
ち
し
冷
る
從
屬
的
地

 

位
^
陷

ヴ

た
,9
;

栽

國

於

黔

い

看

バ

近

時--
>

財
貨
の
生
嫌
、
分
配
及
び
消
費
に
對
す
：ぞ
實
物
銃
制
亦
次
第
に
廣
汎
に
行
は
れ
る
に

^
^

.
か

、

る
傾
向
へ
は

 

_

著

：で

あ.を
。
 

_ 

.
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■•
:
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, 

.

:

嘁
時
經
濟
に
务
い
て
統
撕
の
重
點
が.金
融
側
か
ち
財
貨
側
べ.移
名
と
共
忙
、
音
飆
政
策
內
部
に
务
い
：て
も
1

^

の
.變
化
が
現
は
れ
た
。
 

そ
れ
は
®

的
金
融
統
淛
か
ら
質
盼
漱
齡
へ
：め
推
移
で
：ぁ
ー
る
.°
馨
杧
ぉ
け
各
金
融
統
雜
：は
、
主}

し
：て
金
利
政
策
と.か
オ
：丨
ブ
ン
•
マ
ー 

..ゲ
：ッ
ト
，
オ
パ
レ
：丨
シ
，
ン

 

然
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ビ

戰

翁

含

と

國

家
I

I

ず
I

資

す
る
と
：い
ふ
が
如
き
、
：公
益
を.主
：眼
と
ず
る
賛
的
統
制
が
最̂
重
襄
友
地
位
を
占
め.る
亡
至
つ
た
の
で
ぁ
る
で

:̂シ
 

:

、
上
如
や
ぅ
に
經
濟
統
制
は
金
融
統
制
か
ら
實
物
統
制
.へ
、-
命
融
統
制
：は
艾
量
盼
か.ら
質
的
へ
.そ
の
中
心
が
推
 

之
を
：■

つ
：て
金
融
統
制
の
：重

零

が

诫

少

し

，
：或
は
量
的
金
：融
銃
刺
が
；

*

^

に
表
つ
：怒
と
考" >

め
*

養

は

令

更

讓

る

を

要

し

、な̂
で
ぁ
ち
ぅ
。
：：又.量

的

統

制

が

齋

ヤ

散

，い

戈

と

：
も

、
：
：
.尨

 

フ

レ

丨̂
ー

ン

め

阻

止

が

國

戽

經

濟

安

隹

の

爲

忙

缺

べ

べ

^

-^
ざ

る

こ

と

を

馮

グ

对

ド

般
論
者
は
實
#

^
制
に
：の
み
必
を
奪
は
れ
、
、
又
金«

論
者
呔
質
的
統
制
の
み
：を
間
題
に
し
、
へ
量
的
銃
制
め
硏
究
を
練
か
に
し
勝
の
有
樣

. 

で
ぁ
：る̂

こ
：：の‘中
本
ぁ
'つ
て
金
融
赖
制
い«-
:

に

量

的

猶

制

；の

今

:-
0

尙
重
要
な
る
所
以
を
朋
ら
か
忙
し
、
へ
量
的
統
制
を
深
い

 

に
ま
で
姻
办
.下

: ^
て
、
.硏
次
を
進
め
ら
れ
た
の.：が
、
こ
卞
に
漱
介
し
ょ
ラ
と
す
る
ノ
神
戶
高
等
商
業
學
校
敎
授

-
谷
藤
マ
郞
氏
の
っ
金

. 

融
銃
制
の
理
論」

で
ぁ
る
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ノ 

.
辄
論
經
濟
學
に
お
い
て
も
、
金
融
論
，に
お
い
.て
も
、
先
づ
當
面
す
る
問
題
は
、
貨
幣
は
交
換
手
段
又
は
吏
拂
手
段
と
し
て
經
濟
社
#

.

の
外
面
を
1

ふ

單

な

る

ヴ

ル

に

過

ぎ

な

い

か

、
そ
れ
と
も
そ
の
內
部
に
浸
透
し
て
何
等
か
の
•能
動
的
作
用
を
及
す
も
の
で
あ
る
か

 

否
か
で
あ
る
。•と
.の
問
題
.は
近
時
、
外
國
に?>
つ
.て
も
我
國
に
办
つ
て
名
可
成
論
ぜ
ら
れ
て
來
た
の
で
あ
る
.が
、一

谷
敎
授
も
最
初
に 

芒
の
問
題
を
取
扱
は
れ
、
ワ
ル
ラ
ス
、
.ホ
ウ
ト
レ
1

、
ヒ
ッ
ク
ス
、

a

l
ゼ
ン
シ
本
グ
イ
ン

•
口
ー
ダ
ン
*

ラ
ッ
ハ
マ
ン
、
マ

:]
ゲ
ッ
ト
 

等
•

現
金
殘
高
の
變
化
を
景
氣
變
動
の
原
因
と
看
做
す
者
、
及
び
ヴ
ィ
ク
セ
ル
、

-

ミ
ー
ゼK

、

ハ
：イH

ク
、
•
ケ
イ
ン
ズ
、
.リ
ン
グ
ー
ル
 

:

等
‘

ぃ貯
蓄
艰
資
o
酿
係
b

そ
.の
原S

N

看
微
す
者
の
擧
爾
を*

分

批

判

さ

れ

づ

：、
、
：：

貨
B -
は
單
#

る
.ヴ
、

丨

ル

.經
濟
社 

.
# ,

に
能
動
的
作
用
を„及
す
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
か
に
さ
れ
る
。
貨
幣
が
軍
な
.る
ヴ
ヱ
ー
ル
に
非
ざ
る.こ
と
は
•

進
步
せ
る
經
濟
理
論/
.

の
常
識
で
あ
る
が
ノ
ま
だ一
般
に
は
單
な
る
ヴ
ヱ
ー
.ル
と
考
へ
て
ゐ
る
者
が
相
當
に
多
い
や
ぅ
に
思
は
れ
る
。
こ
の
や
ぅ
な
人
々
に
と

_
 

r 

-
 

.
 

-
 

•
 

-
 

•
 

,

, 

つ
て
本
寄
は
ょ
き
指_

書
と
* -
る
で
あ
ら
ぅ
。
 

，

• . 

<
 

■ 

V

 

.

次
い
で
敎
授
は
、
金.融
銃
制
を
そ
の
目
讷
ょ
り
し
て
四
つ
の
類
型
に
區
別
*

^

^
ニ
は
貨
幣
制
度
の
紊
亂
に
恶
因
す
る
諸
々
の
.弊

、. 

密
の
突
I

を
旧
：

§

と
-す
る
も
の
、
一

1
は
旣
に
發
呀
.せ
石
恐
慌
の
鎭
靜
を.唯
一
の
目
的
と
す
る
も

0

、'
三
i

慌
の
發
坐
を
未
然
に
：防
止
 

■:
 

t

す
る
：こ
と
を
：主
た
る
念
願.と
す
る
も
の
ー
姻
は
廣
氣
變
動
を
阻
止
若
く
は
緩
和
し
^

安
定
經
濟
の
實
現
を
究
極
の
理
想
と
す
る
も
の
.*
!
?

'あ
る
タ
こ
の
中
、
橥
ゴ.1

及
び
第
四
の
.類

型

杧

舞

 

S

て
雇
用
さ
れ
る
。

.

■
 . 
:
 

*

■

- 

■ 

■ 

■ 

•

一
，
 

先
づ
第

1,ー
萆
で
は
，
：
恐
慌
防
止
：を
目
：|̂
す
る
第
三.
の
類
型
：の
余
融
統
制
論
が
述
べ
ら
れ
る
。'こ
の
種
、の

類

塑

に

屬

す

べ

ぎ

も

の

と': 

.

;

し
て
、
敎
授
は
通
貨
生
義
の
理
論
、
銀
行
主

_
の.
理
論
及
び
ソ
オ
ン
ト
ン
の
理
論
を
.
擧
げ
ら
れ
、
こ
れ
等
の
理
論
を
細
貝
に
亘
つ
て
分
析
、.

;•:  
, 

/ :

批
制
さ
れ
て
：ゐ
る
。

V

敎
授
に
ょ
れ
ば
、
通
貨
主
義
及
び
銀
令
主
義
は
景
氣
變
動
を
循
環
素
と
し
て
認
識
し
て
ゐ
る
に
も
拘
ら
ず
、

.
貸.

• 

:

.幣
信
用
の
と
れ
杧
對
し
て
及
す
積
極
的
作
用
を
理
論
的
に
.分
析
し
.な
か
り
斧
結
果
、
，
金
融
統
制
の
目
的
を
恐
慌
對
策
に
限
-る
こA

M

な

-
し

.

暴

k

、
.ソ
オ
ン
ト
シ
は
貨
幣
信
用
の
：能
.動
的
作
用
を
分
析
す
る
に
も
枸
ら
ず

、.榮
氣
.現
象
の
.：全
.貌
を
的
確
に
1

:し
.な
か
.つ
1

に
，
金 

,融
統
制
：の
思
的
を
恐
：慌
對
策
に
置
.く
に
と
5
ま
り
、
'そ
の
目
的
を
景
氣
£0
安
定
化
に
.置
义
こ
と
：は
'出
來
.な
か
つ
た
の
.で
あ
，る
と
。 

'
然
る
に
第4

次
歐
洲
大
戰
は
廉
翻
統
制
の
：發
.展
過
程
の
上
に
：1新
膽
期
.を
割
す
る
：に
至
つ
た
。
金
融
統
制
は
，
單
な
る
恐
憶 

域
を
晩
V
、

.

''
1
:氣
の
安
定
北
：を
究
極
：の
ー
目
的
と
ナ
る
恒
久
'的
政
策
の
地
&'
5:
;
却
め
‘る
や
ぅ
に
な
0
た
の
で
あ
る
0
か
、
る
傾
向
を
誘
發 

し
た
«

«
は
、
一敎
授
も
指
摘
し
で
居
ら
れ
る
如
ぐ
、'1

方
に
為
い
：て
.景
i

論
の
#-
常
な
名
發
展
と
他
方
に
お
い
て
實
際
上
の
要
求
に
、

.
患
る

■プ'
 
.即
ち
大
戰

»-
、...
カ

'.ッ.
セ
：
ル

フ

.
ホ

ウ

.
ト

レ

ー

，̂
'レ

ゼ.
、̂.ハ.
イ.
.
エ
'̂
、
.
，'
ハ
1̂
7._
、..シ
，
チ

ト
..
U..丨.
グ

■.
ル
.
.
、.:
レ

プ.
ケ

、
.

.一
ノ
オ'ス.

>
1
、、
：ケ
ィ
ン.ズ
等
に
ょ
る
景
氣.現
象
_祀
觀

す

る

理

論

盤

，に
寳
識
的
硏
究
0
發
達
は
\
景
氣
變
動
に
對
：す
る
貨
幣
の
'能
動
的
作
用
を 

>.

明
ら
，か
£
.し
、
.そ
ゆ
適
切
なA
統
制
に
ょ
つ
て
：賢
氣
の
安
定
_
を
期
し
.得
：べ

き

こ

と

を

論

證

し

為 

世
界
的
崩
壊
は
、

代
る
ベ
：き
適
當
な
る
統
制
基
準
を

•要
：求
し.た
の
セ
^
る
。.か
ん
ぺ
る
要
請
に
應
じ
ヤ
、
.唯1

旦
つ
：衰
善
の
金
融
銃 

制

：の
栽
準
と
し
て
選
成
出
さ
れ
た
ぬ

.が

.1、
般
物
價
：の
安.定
で
：あ
态？
:.
:: 

：

■■■

/
>
:
:

■■
.敎
授
は
第
三
寧
で
、
ケ

イ

ゾ

ズ

、
フ

イ

ッ
：シ.
ャ
；t、
ヴ

ィ

.
ク̂

I 

、
 

.
.
.
.
.
.
.

 

•
 

•

.

判
'さ
：れ
、
へ
物
惯
：の
安
定
ぱ
必
.し

-̂
景
氣
.の
：安
矩
化
を
完
牵
に
保
障
す
岑
も
め
：で
な
；

^
と
'と
を
明
ら
か
に
：さ.れ
る
o

g債
の
安
定
が
最
氣 

.の
安
定
化
ネ
涫
聰
し
な
い
理
由
克
：し
て
：、
；

'敎
授

ぼ

、
.-
:般
物
鹰
が
正.確
：
に

測

定

さ

れ

尨

：ー

こ

、
厶

 ̂

.
,
'

1
1
價
水
準
は
各
經
濟
主
體
：に
と

.
 

0
ヤ
必
し
^
词
上
_
:0
意
_
を
有
し
な
い
：こ
：と
、
.及
び
物
價
'の
安
乾
は
必
し
ズ
貨
幣
價
诹
の
安
定
を
：意
味
し

な
：；

S
.2:
と
：,
即
ち
貸
幣
價
値 

:

宋
は
、
::
«
幣
め
女
換
檀
値M物
價
水
_

^
勞

働

谓

隻

せ

評

價

價

値3
ナ
っ
梦
?>
:
^
^
^
^

.顏
値
0
安
定
を
必
.し
:̂
.齎
ら
さ
激
い
こ
と
；等
を
.擧
げ
.ら
^ ;
る
0 

,
と
の
や
ぅ
贮
物
價
の
安
定
が
必
じ
も
景
氣
の
安
定
を
保
證
'し
な
い
と
す
.れ
ば
、H

に
代
る
ベ
ぎ
何
等
の
統
制
菡
準
が
.設
け
ら
れ
ね
ば 

1

谷
藤
一
郞
敎
授
.著「

命
融
統
制
の
1!
]
1論
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ー
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七
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五
四
ー
5-

4rfe

HIr!i
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1

I
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.
な
ら
.ぬ
。
物
憤
安
定
に
代
る
べ
き
統
制
蕋
準
爻
提
供
ず
る
も
^

と
七
て
、
敎

授

は

所
. #
*
安
定
說
、
中
立
貨
幣
論
及
び
貯1

資
の
均
等
::

を
擧
げ
ら
れ
、
第
四
章
でi得
安
定
說
、
第
五
章
で
中
立
貨
幣
の
理
論
、
第
六
韋
で
貯
蓄
投
資
の
均
義
を
詳
細
に
紹
介
、
吟
味
さ
れ
る
：。

.
 

所
得
安
定
說
と
茇
ふ
の
は
、
消
嘴
者
の
貨
幣
所
得
.の
安
定
を
金
難
統
制
ひ
基
準
に.す
べ
き
こ
と
を
主
張
す
る
も
の
で
あ.々

で
:"
之
に
屬
.
'

•，
す
，る
代
表
的
な
る
學
者
に
ポ
、ゥ
ト
レ
ー
ふ
ダ
ー
ビ
ン
が
あ
る
。
前
者
は
消
費
者
所
得
の
總
體
的
安
定
を
-
後

者

は

そ

の

個

別

的

安

定

を

,

,
 

主
張
す
る
も
の
で.
あ
る
。
，こ
‘
の
二
人
の
說
に
對
す
る
敎
授

'の
批
判
の
主
な
る
も
の
を
拾
っ
て
見
る
と
、
ぐ
先
づ
彼
筹
，は
、消
費
翁
所
得
中

、.

.現
^
の
.消
费
.に
充
て
ら
れ
，な

b
部
分
、
即
ち
，货
蓄
は
、
結
局
に
お
い
て

投
資
せ
ら

る

ベ
き

で

、

貯
蓄
と
投
資
は
^

し̂「

從
：っ
て
攪
亂 

が
缉
じ
だ
い
も
の
と
考
べ
て
.ゐ
る
が
、
之
は
不
當
で
あ
る
。
•次
に
た
と
へ
貯
蓄
が
悉
く
股
資
せ
.ら
れ
る
と
し
て
も
、
尙
攪
亂
作
用
が
•發
.'.、
-
 

I 

.

、

生
す
る
。
何

‘と
な
れ
ば
、
所
得
の
中
、
消
費
財
^
;資
本
財
に
向
ふ
部
分
の
割
合
が
急
激
に
變
化
し
た
場
合
、
生
嵛
手
段
の
流
動
性
が
完 

, 

全

で

汔

,v
>
限
り
*
消
費
敗
生
糜
と
資
本
財
^

と̂
.の
間
に
攪
亂
が
生
贫
ざ
る
を
得
為
い
が
ら
で
.あ(

る
:0
:次
忙
彼
等
は
、へ
消
費
者
所
得
に
■

霞

)

-

.
:
■

-;
_
 

'

:■
:
關
聯
あ
る
貨
幣
信
用
の̂

を
童
視
レ
、
；_

者
間
取
引
に
隨
伴
す
名
貨
幣
信«
^
^
 ̂

,
 

. •. 
.
 

ノ 

,

挪
得
者
に
集
中
し
、
小
所
得
者
の
所
得
は
相
對
的
に
減
少
す
る
傾
向
忆
あ
る
が
、

■若
し
總
所
得
突
淀.が
目
標
4:

さ
れ
る
場
合
に
は
、
.
小
 

頃

■
 
.

、
：
 

”

.

.
:
:所
得
者
：钿
ち
勞
對
し
，支撖は

.れ
る
&

對

的
, «
幣
量
が
減
少
し
、
够
働
者
は
张
常
な
犧
牲5::
蒙
ら
ざ
.る

を
- #
な
.い
。
大
體
以
上 

:-
:

:
-,

' 

.

,
.
'
'の
：
や

ぅ

：な

見

地

か

：ら

，

所

得

安

證

を

用

げ

^

巾
立
貨
幣
の」

現
論
に
進
ま
れ
克,

,̂
:
;

.

;

•
' 
ノ 

®
 

.

中
立
.貨
幣
；

關
じ
て
は
種
々
の
解
釋
が
あ
る
が
、
ハ

ィ

f
ク
に
よ
れ
ば
、
.
.
i

f

. 

一
*
不
變
に
維
持
オ
^;
こ
と
に
よC

V
F
、

鱟

：

'

■

、

氣

:;
l
r安
®
化
し
よ
巧
2
す
る

-̂
の
：で

-^
る

'-
.
0敎
授
は
か

-
る̂
中
立
貨
勝
の
.
_
#が
如
何
^-
じ
：
て

發

坐

し

潑

展

し

；
て

來

た

如

1
詳
細
に
迪

'

;
ら
れ
ハ
主
上
し
ズ
ハ
ネ

：

チ ̂

で
の
說
の
缺
：

.，

、

：

.，點

と

し

：
て

、
，

*
幣

&
中
立
性
は
財
貨
側
に
#
け

各

變

化

：
に

上

ら

：

'て
亂

：さ
：
れ

る

と

 

-

'

濟
的
均
銜
に1

致
せ
ん
め
：る
こ
：と
に
ょ
.つ
て
"
.必
し
毛
貨
幣

.<
0
.中
立
性
が
確
保
さ
れ
得
致
^
こ
と
、
.及
び
生
產
物
が
增
加
し
つ〜

あ
る

發
展
的
社
會
ー
に
お
い
て
ー
貨
幣
量
を

」

定

不
»
に
維
持
ず
る
と
と
：は
、
物

價

水

準

の

卞

落

を

意

味

：し

，
何
等
か
の
_攪
亂
を
惹
き
起
す
で

•
 

- ; 

' 

ン

あ

ら

ぅ

.̂
と
を
指
摘
.さ
れ
る
。-

•:
: 

.

.

.

.... 

,

と
.第
六
章
贫
は
、
.：
貯

蓄

と

投

資

の
*
等
を
余
融
統
制
0
基
準
と
す
る
說
尧
吟
味
さ
れ
る
-0
胳

蓄

と

ー

投.*
が

均

等

で

ぁ

る

か

否

か

に

つ

き

• 

既
に
幾
多
の
論
爭
が
.ぁ
る

の

：
：で

ぁ

知

が

、
ヶ

.や
シ
ズ
の
-|
1
般
理
論」

を
除
き
、
兩
ぎ
故
一
へ
般
に
は 

ヶ 

•:
,
'イ
シ
ズ
•自
身
r「

貨
幣
論」

で
：は
兩
者
'の
木
均
等
b
主
：®

て̂
.ゐ
る
し
.、
.氺
ゥ
；ト
>
:丨
、u

 x
t

ト
ソ
ン
，
八
ン
ヾ
セ
ン
、

ハ
V
バ
ラ
.i、： 

ガ
Y
テ
ィ
ス
、
及
び
ミ

'ル
..ダ
ー
ル
、
>
丨
リ
ツ

、
..
:
ル
，ン
：̂'
べ
ル
グ
等
も
> 
ヶ
イ
ン
ズ
.と
は

晃

つ

：
た

方

法

に

.お
い
て
.兩
者
の
木
均
等
を
明 

f
eか
に
十
る
。
.敎
授
は
貯
蓄
授
資
忙
傭
す
.る
こ
れ

ら

洛

植

；
の

見

：解
.^
紹
介
せ
ら
れ
て
後
、'貯
蓄
と
：投
寶
の
均
等
化
を
：圖
る
こ
と
.に
ょ
つ 

:

て
果
し
て
_

の

裏

化

I

待
し
得
る
か
f
 

f
問
顧
I

s

o

i

手
段
で
ば
弟
る
が
、
.唯1

の
手
段
で
は
杈
い(

と
と
を
明
ら
か
に
^
れ

る

。

；

蓋

：し

貯

蓄

投

資

，
の

均

等

ぱ

、

；

'-
v
>ば
^
部
分
均
衡
で
.ぁ
つ

て

，
一
： 

般
均
衡
^
意
味
す
る
も
：の
で
な
く
、
且
.一
期
間
.̂
^

'ら
.セ
あ
^
o-:
:
:
' 

.
,;
.
,
:
:
v

.

.

ト

,

:■
^

,■
敎
援
は
續
：

s
v

v
i

投
資
れ
极
柢
に
ぁ
る
資
本
部
面
に
拄
目
せ
ら
れ
、
ス
イ
立
>

 

に
從
つ
.て
資
本
維
持
の
問
題
5:
-
'
-
採

り

上

げ

ら

れ
 

る
が
、
^

金
融
統
制
：の
基
準
.占
な
も
^
い
ど
ど
を
示
さ
れ
る
。 

、

へ 

.

最
後
に
第
七
.章
ー
に
4
い
て
.、
投

機

取

引

私

：：
金

_融
統

制

：上̂
り

し

て

、

果

し

て

抑

制

さ

る

，べ

.

'

き

も

：
の
，
如

ど
5
か
を
論
ぜ
ら
れ
、：

投
機
敗 

.引
が
經
濟
社
會
把
何
等
か
の
.攛
亂

作

用

：を
*及
す
虜
れ
ぁ
"る
時
は
、.
之
に
，對
し
對
策
を
講
じ
^
け
れ
^
な
ち
私
い
け
れ
ど
も
、
.他
方
に
お
，，
 

い
て
ぞ
れ
は
經
濟
社
會
に
と
つ
て
重
要
な
役
割
を
演
じ
て
ゐ
る
も
の
で
^ ,
荅
か
ら
、
之
を
過
度
に
抑
制
す
べ
き
で
な
い
と
主
張
さ
れ
る
。

•■
T
各
藤
一
郎
敎
授
著
，
金
锇
揉
制
の
理
齒

」
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H
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•

以
上
、
敎
授t

r

先
づ
貨
幣
が
單
な
る
*ヴ
ヱ
ー
ル
.に
非
ざ
る
と
と
セ
明
ら
か
に
せ
ら
れ
、
.次
5
'で
從
來
唱
へ
ら
れ
て
來
た
金
融
統
制 

の
理
論
を
、
恐
慌
防
止
を
目
的
と
せ
る
も
の
と
景
氣
變
動
の
安
宛
を
目
例
と
せ
る
も
？
に
分
け
て
、
後
者
に
屬
す
る
も
の
と
し
て
、
物 

'
:價
安
定
論
”
：所

得

资

定

論

，

中

立

貨

幣

の

鍊

論

'*
脖
蓄
と
投
資

<0
,
,均
等

說

及

，び

資

本

維

持

說

等

を

紹

介

し

檢

时

せ

ら

れ

ー

結

局

、

如

何 

，
な
る
余
融
統
制
を
以
つ
て
し
て
も
、
單
に
そ
れ
.だ
け
で
.は
景
氣：

の
.安
定
化
を
達
成
す
.る
.?:
と
の
不
可
能
な
る
こ
と
を
論
證
さ
れ
た
の
.で 

v

ぁ
る
。
#:
來
、：.：1
部
の
學
者
に
よ
つy

考
へ
ら
れ
¥
ゐ
‘た
：や

タ

に

い
-'
«
幣
的
要
因
ぼ
景
氣
變
動
<0
.唯

1
:
$原
因
で
は
な
く
、
從
つ
セ
金 

•

融
統
制
は
決
し
弋
景
氣
安
定
の
：萬
能
藥
浪
烛
な
い
。ヾ
«
幣
的
要
&
が
景
氣
變
動
.の
：
一
へ
要
因
：で

ぁ

名

限

り

'

金

融

統

制

 

、

■'
■
ぃ
ぐ
可
が
ら
ざ
ネ
ケ
方
法
で
ぁ
^

然
し
景
氣
現
象
は
、
«:
幣
的
>
'財
貨
的
\
非
齄
濟
的
諸
妒
因
.の
綜
合
的
結
梁
で
あ
り
-
加
ふ
る
に
そ

• 

. .  
5(
 

• 
. 

• . 

. 
‘
,
••
'
 - 
. ..-. .

•

+
 .

ン

:

.へ
れ
は
個
人
の
豫
見
に
よ
つ
ト
て
左
右
さ
れ
る
こ
：と
大
な
る
も
の
：で
あ
る
か
ら
、
金
.融
統
制
^
み
に
て
は
、
景
氣
の
安
定
化
を
期
し
得
な
い

::
\

0 .
-

.:で

あ

る

て
. :

:

.

-

^

 

V 

.

-

.

.■
 

: 

■ 
、
 

: 

■ 

: 

• 

' 

. 

■
■ 

.

.

. 

- 

. 

■.

.

.

.

.■'
■か
ぐ
て
敎
授
は
、
：恐
慌
の
防
止
に
せ
ギ
：：景
氣
.の
安

定

化

に

：
せ
.よ
：ァ
 

單

に

. 

:

,
融̂
側
か
ら
の
政
策
、
：又
.は
財
货
側
か
ら
の
政
策
'の
み
で
ぼ
->
'所
期
..の
目
的
を
達
カ
る
こ
と
は
出
來
な
い
も
の
で
ぁ
つ
て
、
必
ず
綜
合
、
 

‘的
政
策
を
採
ら
ね
ば
.な
ら
な
5
.と
沄
ふ
"
.今
-01
.つ
の
：自
明
の
常
ft
'
と
：
し

：
て

考

へ
.ら
れ
：て
ゐ
る
結
論
に
達
を
ら
れ
た
の
で
あ
る
o
換
言 

.

.'.

.ナ
れ
ば
ハ
今
日
常
識
と
考
べ
ら
れ
て
念
る
も
の
を
ヽ
線
論
に
よ
ク
て
メ
或
は
斜
學
的
方
法
に
よ
令 

•

然
し
：我
々
'は
こ
の
結
論
の
-み
.に
.よ
つ
て
本
書
を
評
儐
し
て
は
な
.ら
ぬ0.
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